


 



はしがき

第１次・第２次地方分権改革では、国と地方の関係を対等・協力の関

係に変えるという理念の下、国の制度改革の結果として地方の自主自

立性が高まるなど、地方分権の基盤が構築されてきた。

地方公共団体に対する義務付け・枠付け等の見直しについては、平

成２５年６月に「第３次一括法」が成立し、国から地方への事務・権限の

移譲等についても、平成２６年５月に「第４次一括法」が成立した。

また、平成２６年６月には、地方分権改革有識者会議において、地方

分権改革の具体的な改革の目指すべき方向等について、「個性を活か

し自立した地方をつくる～地方分権改革の総括と展望～」が取りまとめ

られたところである。

このような地方分権に関する種々の改革の進展や課題を視野に入

れながら、地方分権に関する基本問題について先進的かつ実践的な調

査研究を実施するため、平成１６年度に本研究会を設置し、検討を重ね

てきた。平成２６年度においては４回の研究会を開催しており、本報告

書は、その成果をとりまとめたところである。

本報告書が、我が国の地方税財政を考える上での一助となれば幸

いである。

なお、本研究会は、一般財団法人全国市町村振興協会と一般財団

法人自治総合センターが共同で実施したものである。
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〈緊縮財政〉下のイギリス福祉国家 
−サッチャー、ブレア、キャメロン政権の連続と断絶−

東北学院大学　佐藤　滋

1

本報告の課題（１）
イギリスの現在（＝福祉縮減の時代）を、サッ
チャー、ブレア、キャメロン政権の一連の流れのな
かに位置づける。

現在急速に進行する福祉国家へのバックラッシュ
は、サッチャーを批判し、新たな福祉国家を建設
しようとしたニューレイバーの政策体系の中に胚
胎。

�2
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本報告の課題（２）

世界金融危機後、キャメロン政権は新たな政策体系を生
み出しえたのか？

日本の政策論議との関係：イギリスは２０１５年から法
人税を20%へ引き下げる予定。これは、西ヨーロッパで
は最も低い水準。Osborne said: "I want to send a message 
to anyone that wants to set up business here, or create jobs 
here, that Britain is open for business.”�

イギリスの法人税改革を参照すべきとする議論をどうみ
るか？（法人税のパラドックス）

�3

戦後イギリス福祉国家の基礎＝ベヴァリッジ・プラン�

均一拠出・均一給付の原則、行政責任統一の原則、適正
給付の原則、包括性の原則、被保険者分類の原則

‘right for all citizens’‘universality’�

すべての被用者を包摂する「普遍主義」原則�

イギリスの社会保障制度を、ミーンズ・テストを伴
う困窮者への「施し」から権利としての社会保障制
度へと改革＝ベヴァリッジ型普遍主義

ベヴァリッジ型普遍主義の意義

�4
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 このうち、他国との比較では、均一拠出・均一給付の原則
と適正給付の原則が特徴（＝全被用者の均一な拠出に基づ
いて「最低生活費保障」を行う）�

拠出原則へのこだわり＝「拠出とひきかえに給付を受ける
ほうが、国からただで手当を受けるよりはイギリス国民の
希望とするところである。…（ミーンズ・テストへの）反対
は、すべてのものをただで得たいという要望からではなく、
人びとが、万が一の場合に備えて倹約し貯えをすることを
義務であると同時に喜びであると考えてきたことを台無し
にすると考えられる措置への憤りから生じている」

�5

ベヴァリッジ型普遍主義の限界

低水準の「最低生活費」の存在が、公的扶助への依存を促
す（この間、均一拠出・均一給付の原則を基礎年崩し、金
の定額部分を一階部分、二階部分に所得比例年金を導入す
ることで拠出性を維持しようとしたが事態は改善できず） �

「ベヴァリッジ・プランは根本的に変化してしまった」

�6
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ベヴァリッジ型普遍主義の限界

7

ベヴァリッジ報告「満足のいく社会保険計画は、雇用の維
持と大量失業の予防とを前提としている」�

拠出原則に基づくベヴァリッジ型普遍主義を貫徹するには、
その体系の「前提」に経済成長による雇用維持が組み込ま
れていなければならない。�

ベヴァリッジ型普遍主義の問題＝「市民であることは何の
権利ももたらさない」という、ベヴァリッジ型普遍主義の
「選別主義」的な性格

ベヴァリッジ・プランの前提

�8
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ベヴァリッジ・プラン「前提」の創出

ニューレイバー以前の「前提」創出の試み�

タックス・クレジット＝一九六〇年代後半にウィルソン
労働党政権が検討開始。その後にヒース保守党政権が白
書にまとめる。サッチャー政権下でも検討。

代替措置として、労働党が家族手当を児童給付へと改革
（一九七七年）。また、家族手当収入が課税対象となっ
ており（＝クローバック）、これが貧困の罠を助長して
いるとの批判を受け、児童給付収入を非課税に。一人親
への割増手当も開始。

�9

一九七〇年代前半から一九八〇年代にかけては、マ
ンパワー・サービスコミッションの設置、特別臨時
雇用事業、若年労働者制度の開始�

これに呼応するように、「ワークフェア」という用
語も定着。�

ニューレイバーのワークフェア政策＝「古い政策方針は
すでに陳腐化し、多くの点で生産に対して反作用を及ぼ
すものである。われわれは、労働市場、社会、グローバ
ル経済に起きた変化を反映する、新たなアプローチを必
要としている」�

�10
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ニューディールの財源＝ウィンドホール・タックス

11

このプラグラムの財源は、六年目からは新たな財源措置を
講ずるわけではないにも関わらず、一般財源から捻出され
ることになっていた。しかも、第一期の財政支出抑制路線
から転じ、第二期以降（二〇〇一年以降）は財政支出を拡
大。となれば、その他の条件を一定にすれば、これは財政
赤字の拡大につながるはず。


ニューレイバーが、サステナビリティ・ルールによって債
務を抑制し、財政の持続可能性に強くコミットメントして
いた事実を考慮すれば、こうした施策は、福祉政策の拡充
と債務コントロールとの間に矛盾を引き起こすことになる
のでは？

�12
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恒久減税の忌避と経済成長の追求

「われわれの福祉国家の改革――失業者を福祉から労働
へと促すプログラムによる――は、民営化企業the 

utilitiesの超過利潤に課される、新たな一回限りのウィン
ドホール・タックスによって賄われる。…民営化された
当時のそれら企業の価値が過小評価され、十分な規制が
行われなかった…ウィンドホール・タックスは、電力部
門から二一億ポンド、水道部門から一六億五〇〇〇万ポ
ンド、そして残りの公益企業から一四億五〇〇〇万ポン
ドを徴収する予定である」

�13
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ブラウン蔵相＝経済成長は完全雇用のための欠くこ
とのできない条件。自然増収をもたらすことで、ワー
クフェアの拡充を可能に。�

増税の忌避と経済成長の追求

オールドレイバーとの相違を強調するためにそ
れは封じられていた。重視されたのが経済成長
の追求。

「与件」としての経済成長

�15

減税路線の追求�

所得税の標準税率を二五％から二〇％としたほか、
最低税率も二〇％から一〇％に。加えて、二〇〇
〇年にはキャピタル・ゲイン税を、二〇％、四〇
％の二段階だったものを、一〇％、二〇％、四〇
％へと減税。相続税の非課税枠の拡大も。�

財務省が作成した初期の予算関係資料には、「ウィン
ドホール・タックスを除いた」税収の推移が強調され
ているが、経済成長の結果、減税路線にも関わらず税
収の増大が予想

�16
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ニューレイバーの福祉改革課

17


�


�


�

�

�

�

�

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
	

	�
�	


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
	

	�
�	


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
	

	�
�	


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

	�
��


�
�

��
��


�
	

��
�	


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


�
�

��
��


	
�

��
	�


	
	

��
		


	
�

��
	�


	
�

��
	�


	
�

��
	�


	
�

��
	�


	
�

�����

����

	
��
��

�����

���

不況に脆弱なニューレイバーの政策体系
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再分配のパラドックス
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緊縮財政の進展

イギリスの現在＝福祉縮減の時代、福祉依存批判。�

Spending Review 2010＝800億ポンドの歳出削減。そのうち
180億ポンドは福祉支出の削減。自治体は３年で３３%の予
算削減を迫られる。2013年6月にはここからさらに地方自治
体予算からの26億ポンドの削減を含む115億ポンドを削減す
ることが決定。

75%を歳出削減で、残りの25%を増税（主としてVAT）。

�22
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福祉改革法（2012）�

住宅手当の適格要件の厳格化�

労働インセンティブを重視した、ユニバーサル・クレ
ジットの創設�

普遍的給付の代表格である児童手当に所得制限（また、
三年間の凍結）�

このほか、児童税額控除の削減や、NHSの歳出削減が著し
く進展（保健およびソーシャルケア法（2012））。また、
支給開始年齢引き上げを伴う年金改革等も行われている。

�23
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※　2010年には子どもの貧困対策法が制定。ジョナサン・ブラッドショー「昔
はイギリスから教訓を学ぶことができたとしても、今は状況が変わっておりま
して…参考にできるところは残念ながらなくなってしまっています…しかし、
私は子ども貧困にフォーカスしたいと思います…もし何か参考になる分野がイ
ギリスにあるとしたならば、それは子どもの貧困対策ではないか」

25

撤回されつつある成果
Figure 4.2b. Absolute AHC poverty rates, by family type 
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Belfield, C., Cribb, J. and Joyce, R. (2014), Living Standards, Poverty and Inequality and Inequality 
in the UK, IFS. 
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Figure 4.7. Impact of direct tax and benefit reforms introduced or planned between 
April 2013 and April 2015, by income decile group and household type 
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Table 2.C Private sector domestic demand rose in 2014 Q1
Expenditure components of demand(a)

Percentage changes on a quarter earlier

Averages

                                                                       1998–   2008–   2010–              2013             2014

                                                                         2007          09          12          H1         H2           Q1

Household consumption(b)                             0.9       -0.7         0.2         0.6         0.5           0.7

Private sector investment                                0.9       -4.7         0.5         2.3         2.2          4.0

of which, business investment(c)                          0.7         -1.6          0.4           1.8           2.3             5.0

of which, private sector                                                  
housing investment                                                     1.1         -8.8           1.5           3.5           2.0              2.1

Private sector final domestic demand        0.9        -1.3         0.2         0.9         0.8           1.3

Government consumption                                   
and investment(c)                                                   0.8         0.8        -0.1         0.5         0.2         -0.7

Final domestic demand                                   0.9       -0.8         0.1         0.8         0.6          0.8

Change in inventories(d)(e)                              0.0       -0.2         0.2        -0.1        -0.1          0.4

Alignment adjustment(e)                                 0.0         0.0         0.0       -0.4         0.4         -0.7

Domestic demand                                            0.9        -1.1         0.3         0.3         1.0           0.5

‘Economic’ exports(f)                                         1.1       -0.7         0.9         0.9       -0.8           0.1

‘Economic’ imports(f)                                        1.4        -1.4         0.8         0.1        -0.1         -1.0

Net trade(e)(f)                                                  -0.1         0.2         0.0         0.3       -0.2           0.3

Real GDP at market prices                             0.8       -0.9         0.2         0.6         0.7          0.8

BOE (2014), Inflation Report. 28

－21－



 
資産価格の上昇を通じた経済成長

Help to Buy�

Right to Buy（※1980年代との連続
性）

�29
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Chart 2.2 House price inflation has increased in all areas
of the United Kingdom during the past year
Annual house price inflation

BOE (2014), Financial Stability Report. 30
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Chart 2.32 Household debt could rise further over time
Household secured debt to income ratios(a)(b)(c)(d)

BOE (2013), Financial Stability Report. 31
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Ibid. 
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イギリス経済の脆弱性

家計と企業の債務（対所得比率）は金融危機後も高止まりでバランスシー
ト調整は進んでいない。非銀行民間部門と家計の債務はGDPの165%。�

BOEの量的緩和政策が債務による資産取得を促進している側面があり、
これが住宅価格の上昇を招いている。（バブルかどうかの論争がある）�

利上げの影響は甚大。mortgage loanを借りれている個人のうち16%は、
住宅コストや基礎的支出を除くと200£以下。300£以下だと全体の三分
の一。

Colin Crouch: Privatized keynesianism
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Cost of Living Crisis
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ニューレイバー：経済成長からのトリクル・ダウンを通じた社会保障政
策の拡充（＝補償原理的に人びとの厚生を向上させること）、ミドルク
ラス化を通じた社会的包摂。�

与件としての経済成長。そのための脆弱性。経済政策面でのサッチャー
との連続性。

キャメロン政権下ではポスト金融危機の政策体系は作れていない。与件
としての経済成長。それどころか、債務を通じた経済成長（＝民営化さ
れたケインズ主義）は金融危機前のもの。一方で、格差や貧困は拡大。�

以上の文脈のなかで行われる法人税減税。

まとめ

�35

－25－



 

�������	
��
�
��������������������

���� !"#�$%&
��'(��')*+

,-./0.-1,23 ��456789:;<=6>?@�ABC

DEFGH �IHJ KL

MN OP

,-.-0QR����	
�

STUV�����WXYZX[\ ]^_`\aab_cc\WW\d���

�

�����������WXYe_cZ^bfgZb_cYhe_c_ibjg\ Z\^^bZ_^bXW\�

kl7mnVopqT@?9�rs���#t�������uv�w?	�xy

z {�|}~������ WXYe_ZbaXZb_c `_ceb�^\ �\aY\cZ^\]^ba\a

z {���� ������� WXYe_ZbaXZb_c ag^ WXY�XW\g^ X�_gZh\ �\aY\cZ^\]^ba\a

���u�89������
�� ����Y�

�W�bi]_abZb_cY`_^`XbZXb^\Yag^YW\aY\cZ\^]^ba\a �\Y^ha\Xg[�

－26－



 
STUV���


�!"

{��|}~����~�����

��?���
��J{�6>?@�{� ¡

¢�£6¤¥¦§¨©ª�«¤¥¦¬¨©ª�­®

�¯ ��°)±�°²³´
µ¶·¸¹6��9�&�º»�¯�¼½#

°)±¾��¯�¿tGÀ?

�������	�
���

���	������
��� ����� ����
���� 	 �	!� �	���
"��# 	��$� 	���

%&� 	�� � �$���
'()*� �$�� $ �!�	�
+()*� �!� 	�,�

-./012�
3456789:7;68789:<4=687=>??6:=@4;68

A348=>?B
�,! ����

CD $	�$�� 	���
EFG�HIJC

��� �����
���� ,���,
"��# ,!!

%&� 	�� � 
'()*� 	 �$$�
+()*� �!�
348=>? �,!

KLMNOH
���� $���
"��# ���

'()*� 		 !	
PQRH

���� �$� 
"��# �,�

��STU�V�����!
���

���	������
W.�X3YZ ���	�, ,,���

%&� 	 ���$ �����
'()*� ���,$� �	�	�
+()*� ! , 	���

CD � �$�$ 	���

�Á�����ÂÃÄ

－27－



 
���� ¡dÅrÂÆÇ~È �Á�����ÂÃÄ

��� �����
É{�����Ê������Ë�����t

É{����� ��2ÌÍÎÏdÎÏ�:"°±Í��� 

��� {�|}~�

STUV���Vt«
�ÐÑ�6���~Í
ÒUT@?µÓ

���� {���� �

Ô?ÕÖ94×:"Ø
ÙÚ°)±¾V���� �*4t«.Û2Í���

�!"«,Û2ÍÜ�ÝÚ6Þß@

[�\] KLMNOHX���,!� �Z
EFG�HIJCX������ �Z
PQRHX���� �Z

^�_`a bcd	 ��� �����ec�f.a
ghibcd �����+j�f.aklmn�

[�op qrs*
ghibcd�tuvCwcx
bcd
$������+j
bcd�!��
bcd
$������ec
bcd�! �

�y lzt{
	 |

ghibcd}~�����




bcd
 ��������


�y�� |




bcd
�����	�����

�y�� �	�,|




bcd
	����� �����

�y	�,�	� |




bcd
 �����ec



�y	� |

[�\] EFG�HI��JC
[�op f.�������s��$��
�y �EFG�H�JC�u��

－28－



 
���� ���u�89������
�

����
EFG�HIJC�KLMNOH�PQRH
0�����}��������vC����

[��]
��� /0�¡¢£� /0�� ¤�¥ /0�
¦§¨H©ª� «¬­/0�®¯/0

�y 0����}°±�y²0u

��
�V���u�89���àáâ»ÍGÀ8ã9S&��$�qTµ
�

��ä���
��/>��åæ#

�.����	
���¯ç�d�¯³´�°è5éê

�,� ëìw
�!"�íîd2ï0¾�ðñ&òæóô
õt®���	
�t��� ����!"Íëö

÷m6Å89')*+�æVøëö

�2�ùú&°}ûüýþ���àáÍG�6â»

�/����r�àáuâ»

�µ¶·���÷����	
t���UU�

－29－



 �.����	
���¯ç� �¯³´�°è5éê

���t°)±Í�¯³´¶Í

����&����t«rÍ³´«�r�
��´�¯

{��6&�@t��@?µ
ö

��°)±6&�@t��w5�éê

�,�ëìw
�!"�íîd2ï0¾�ðñ&òæóô
õt®���	
�t��Íëö
÷m6Å89')*+�æVøëö

S�æt�6���

－30－



 
�2�ùú&°}ûüýþ���àáÍG�6â»
�,-.,0..16rC��qTµ'�����®Ó,-..0����

���{���àáâ»t ��¢/-��Ñ 

���!-"�,--#$�Íâ»«,ï"Íº�

�����%�æ&ÙÚ�¯6�®«ùú���àá»

���~��
�&'�����6�®«°}ûuù(&89

ýþ���àáÍGÀ)*»

�/����r�àáuâ»
�µ¶·���÷����	
t���UU�

��� �+,«-/ï"�,--.0�t

��Vtw)rÍàá

���Vt¢�Ú t���¢,ï"�,-..0�

µ¶·
�6/+��� »t«rÍ.--"���	


µ¶£�V0123�J445¡6�®6789

－31－



 
SS��t:�;�<æ��=µ��ä���
�
�,�2ï06Õµ9
�!">?�@ABC

���	
��ëìw
�!"t��� �����

���/DEåF

�G�H0IJK��

	LM���?����

s����M�|}~����~�����

��M����N��

�.�I���WXY]XZ\cZ\«.O..P..O/�ä���..OïP,--.�

����������	


�����
�������� ���

��������������� ��� !

"#$%&��'()*�+,�-.

""""�-.���/0�

1,�2345�6789 1,�2345�6789

",�2:;<5�6789

""""�=>89��?��

",�2:;<5�6789

@AB

"��C�DEF+GH

"IJ�KLFMN

O��AP

"DEQRSTUV

－32－



 

�,���Q�P�..R-0���� !"��
P����&'

Q�QS«')�TUu<ÕVGçWt��uXY

÷m���XYÍZ��µ�����&t?[

��	\GçW]^6÷m6_)tw?

`0��+6»�«%�ab�cd

÷m�XYeXY�fgu
�!"�|h16%i9

���/åFÍjÕw?µi6|h1kÍZU9

..R-0��!"�l� m no�Íp�V&'

»��%�ab�q�w9Zq �a ÷m�XY

��?��ÐÑ��&'

	�$ 
 ��������
����W�
XD�
	�$�
 Y��Z�[��������\F]^_`
	�$$
 abc�d�e�fgZhijklm�no�p��
	�$�
 no8q��rbstu0�vFY��Z]^_`

�wno8qx	
d�yz��
0���W��XD�
1w,�-.x	
Q{.|Uk-.�stZ�/��d}~��
@���Y�������������$������������������
O��	
�{b��Z�C����C���Q��
�� ¡¢��£�¤F�¥��p��b¦
�w����x	
d���{.stZ�0\d�e
1w§<e�x¨.
�©ª«¬pZ­®kw3456789x¯°Z��\±²�

	�!�
 ³´Qµ�¶l,����·�¸��¹º»¼�½¾�¸��
	�! 
 Y����sMe
	�!$
 ��	
�¼��?\Me

	�!!

w¿2�§<e�x¨.
�©ª«¬pZ­®k��	
�ÀÁZ��\±²�

	�!!
 w����x	
Z��·FÂÃÄQ²Å�ÆÇ

	��	

È��³��ÉÊ�ËÌÍÎQÏjk��·�¸�
�¹º»¼�½¾�¸��

ÐÑ��ÒÓ�ÔÕÖe���	
�×ØÙØ���

ÚÛÜÝ�Þßà
�
�á��Wâ�
0���W

	�!�


	�!�

ãäå��æçª
�
0���Wâ
���W

lè¶0?�éWâ00��W
+ÚÛÜêë

lè¶
é�éWâ
���W
+ÚÛÜêë

－33－



 

��?��ÐÑ��&'t¾r?

5s­9:�tuC ...O0I��� vÑ¦t���

����Íwxy�zu{i9|ItÀÕi@úq)«

}�u~�·@?9Õ�Vtw?#

����uê�Å(���&·@�+�ÀVtw?#

?VT6���9t|}~����~ÐÑ�

÷m�XYt«�}�~�#�����u~�#�

���¯����Ð�§GçWt&'�&�9

����ø?�?�� Ñ�§����U®�iµ

�µ¶·¢��«�®�·�$C�'5ø�

�2�8��»%�&��� �:"#�´�P��&'

	�� 

no8q��rbstF�Y��]^_`Zìí¥dyî
�é£���é£0��á£���

	���

no8q���£��F����Y��
�����������$������ïð����à������

	��$


ñ�òJä�ÐÑóôõw���ö÷øù�úZûmkL�+~ü
mýÅ|þ�¿2Z��¶ý�kü�F+��xw���Z��
Ï��	Â�¶ý
��~F+��x

���,
 ³´§<�é�·e¸�
Á
�Q�k�����yz���
"�wno8qx	
�¨.�E�«ß�� äóô�

��� 

no8q��é£�\FY��Z]^_`�e���+�����
�Ò��

���!

³´§<���¸�
Á
�Q�k�����yz�����ÆÇ����

����

w¹º%�¼yz� ä��ç��ßà� ä�xóôõFyz
 !�"

ÚÛÜ#àùÝ
������Wâ������W

ÚÛÜ$ç�
�

���Wâ������W

lè¶
��?Wâ������
W+ãäåêë

－34－



 
�/�6Gww�&�¾

u��µ��P
�Ñ��ÝC
½;tõ��®
��Íëö

«ß�� ä�%&¶lyz�$'()�*+,�

-$'()�./

� 0b<56789u123v�:;<5�456�d-%�¼��pF��

� 7-8QÏ¶ý� r9�pF��

é =}ûQÏ¶ý� r9�pF��

á =}ûâ������:�QÏ¶ý� r9�pF��

� no8q��1;�QÏ¶ý� r9�pF��

? 123Q%�¼�pF��<1;QÏ¶ý� �pF��

� 132�1;Q%�¼�pF��

0 $'()����F�1;QÏjk�pZ�£��âé£���=F¥�


 $'()����F�1;QÏjk�pZ�£��â�£?��=F¥�

�� 132Q%�¼�pF��<1;QÏ¶ý� Ä�ìí�pF��

�� 132Q%�¼�pF��<>A8QÏ¶ý� �pF��

�� 132Z�¤Q¶ý%�¼�pF��<>A8QÏ¶ý� �pF��

�é 132�>A8QÏ¶ý%�¼�pF��

�á $'()�éF�pQ¥�

�� 132Q%�¼�pF��<��?>�D@��Q� r9�pF��

�? $'()?��ß�F�-Z���ABßCe�

�<D�2�$E���������$Fð$GHIïðJ���$K��G$ï�$GHI�G�ð$Fð$ï�$��Jð
""""KG�Ið������ðïïðL$M;ÑÑNMÐ$;O$ÑM46P4M$6PQPRÐM4L$����£

�������d2ï0�@ABC� 6¡¢w��!"

:�£;46t�+õ)ëö6¤�

÷mtàáâ»�>ùú%¥6wT¦

nt
�!"t§Vø���µ¨

¢T&øXY�©¨uª?¶·6)?¨

¢�«¬V÷m6Å89')4w*+�­å®Íëø*?�
t��!"¨

－35－



－36－



 

�������	
��
�����

2015�1�13�
����	
��

��	
��
�2008���

��� ����	
���
�25���15��������

��� ����	
�����
�5���3.5��������

��� ����	
������ !"#�
�$%&��'()*+,�$%-�./01234�
5!678�2&���

�9� :;��	
������<=>����?��<!1.8@��3.8@���A��������B&�CD"#EF��

�G� :;�HIJ����	
��(K./��LM&��N�./
O30��'P�QR�STU!VWXY�Z[\
��

�]� ����	
��^_`aTUHIJbc!50�dWXYEF�$%&��

�e� ����	
��`aTU�bc�cfg!25�dWXYEF�hY&��i-�100,000jkl!�m=>�no��

�p� ����	
�����qDW�������

�r� :;�HIJ����	
�����!VWXY�$%&��

�st� :;�HIJ����	
��u
vw�$%&��K<vw.x!yzvw�$%&��

�ss� :;��	
��{|�:;��hY&��}~:;�TU:;�W�.x��:;�B-��2009���25�!��q�8��hY&���

�s�� :;��	
��2q!1:;=>���}~:;=>�I�{�8�"#EF��2009���$%&���

�� �A��	
��2007����?��
�16���19� ��A���"#�
S7���PF���

－37－



 

����	
�����


�� 
��

�� ��� �� ���

�
� 20.0 16.67 14.0 14.00 

��� 25.0 20.83 15.0 15.00 

!"#$� 5.5 1.15 5.5 0.83 

��	
��%& 38.65 29.83 

��
��'(��)*
��5 *
��)3.5 +��
��,��)400 -.�+

�����S�����VWXY&��[���!�X��I��CD
��[��

���!CD
��� ���
��stt�����
� �t���stt���t���s�����

���!CD
 �stt� ���CD
�¡���
 �stt� s������¡�¢���t�£¤�

¥¦§¨�!CD
 ���!CD
¡¥¦§¨��
 �t�£¤�¡¢�¢��s�s¢�

�����!�
S���©d�����ª2«\-���©d��stt�����
�5¬­®-�¯!����
�°4
�±2�I���[��I������!CD
S����
��stt�����
�2\��

�
���� / '(�� 0 ,��

1�234�5678

�<�²³jkl� +´6���

©YR� 182.5 100.0

µ�©Y 76.8 42.1

����qDW¶·ª� 29.3 17.9

¸¹x� 11.0 6.0

:;��º»¼q� 28.4 15.6

�A��º»¼q� 3.6 2.0

½��!¾§W 63.9 35.0

¿À¾§W 39.7 21.7

Á�¾§W 24.2 13.2

gW�ÂÃg\2� 17.2 9.4

Ä!N!©Y 24.7 13.5

���ts¤�ÅX�ÆÇ0��

－38－



 

26,024� 26,614� 26,974�
28,093�

29,521� 30,124�
28,998�

30,517�
31,914� 32,550�

33,343�

2,148� 2,196� 2,224�
2,314�

2,429� 2,474�
2,374�

2,495�
2,610� 2,666�

2,738�

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

GDP�(

9
:
;
<
=)

>
�
?
@
AGDP�(�

;
<
=)

BC

1�?DEGDP GDP

F�GDPGHIJ�KLGMNOJ

µ�©Y�ÈÉjkl� �tt£�!�©�s2-�z!Ê�!�©!ËÃ

¥Ì ½ º»¼ ÍÎ
µ�©Y
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¥Ì ½ º»¼ ÍÎ
µ�©Y
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2003� 191,935 177,577 51,801 20,925 442,238 0.80 0.80 0.67 0.91 0.79

2004� 186,953 179,565 56,379 19,941 442,838 0.78 0.81 0.73 0.86 0.79

2005� 190,146 180,457 59,765 21,711 452,079 0.79 0.81 0.78 0.94 0.81

2006� 203,892 195,116 67,294 22,142 488,444 0.85 0.88 0.87 0.96 0.87

2007� 230,104 213,201 72,689 22,249 538,243 0.96 0.96 0.94 0.96 0.96

2008� 239,180 221,921 77,000 23,081 561,182 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

2009� 227,996 207,119 68,386 20,499 524,000 0.95 0.93 0.89 0.89 0.93

2010� 225,811 210,052 70,357 24,367 530,587 0.94 0.95 0.91 1.06 0.95

2011� 247,983 224,291 76,613 24,464 573,351 1.04 1.01 0.99 1.06 1.02

2012� 256,303 236,343 81,083 26,317 600,046 1.07 1.06 1.05 1.14 1.07

2013� 259,866 244,205 84,535 31,102 619,708 1.09 1.10 1.10 1.35 1.10


PQ�RS��*!T*U*234�V�W6XY-EUZ�[#Y+

 Bundesministerium der Finanzen, "Finanzbericht", 2015�ÐI­Ñ´�
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2003� 154,291 8,275 136,996 24,139 118,537 442,238 0.75 0.52 0.78 0.59 0.96 0.79

2004� 145,981 13,123 137,366 28,373 117,995 442,838 0.71 0.83 0.78 0.69 0.95 0.79

2005� 145,627 16,333 139,712 32,129 118,278 452,079 0.71 1.03 0.79 0.78 0.96 0.81

2006� 159,715 22,898 146,688 38,369 120,774 488,444 0.78 1.44 0.83 0.93 0.98 0.87

2007� 181,769 22,929 169,636 40,116 123,793 538,243 0.89 1.44 0.96 0.98 1.00 0.96

2008� 204,614 15,868 175,989 41,037 123,674 561,182 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

2009� 186,511 7,173 176,991 32,421 120,904 524,000 0.91 0.45 1.01 0.79 0.98 0.93

2010� 180,774 12,041 180,042 35,711 122,019 530,587 0.88 0.76 1.02 0.87 0.99 0.95

2011� 197,901 15,634 190,033 40,424 129,359 573,351 0.97 0.99 1.08 0.99 1.05 1.02

2012� 214,620 16,934 194,635 42,345 131,512 600,046 1.05 1.07 1.11 1.03 1.06 1.07

2013� 226,401 19,508 196,843 43,027 133,929 619,708 1.11 1.23 1.12 1.05 1.08 1.10


:;�������A�����SÒ©<�Ó3�2-�}q&��!Ï<��

Ôµ�©YÏ<ÕS�¥Ì�½�º»¼�I��Ò©Ö×�Ø�!µ�!R�<�

 Bundesministerium der Finanzen, "Finanzbericht", 2015�ÐI­Ñ´�
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2001C 332 8,738 18,967 22,276 2,883 53,195 0.94 0.84 0.55 0.80 0.82 0.69

2002C 337 8,914 17,470 21,970 2,869 51,560 0.95 0.85 0.50 0.79 0.82 0.67

2003C 340 9,317 17,200 21,555 2,846 51,258 0.96 0.89 0.50 0.78 0.81 0.67

2004C 347 9,591 22,792 20,188 2,851 55,768 0.98 0.92 0.66 0.73 0.81 0.73

2005C 349 9,896 25,875 20,097 2,908 59,124 0.98 0.95 0.75 0.72 0.83 0.77

2006C 352 10,043 31,829 21,898 3,036 67,158 0.99 0.96 0.92 0.79 0.86 0.87

2007C 354 10,359 33,041 24,908 3,234 71,896 1.00 0.99 0.95 0.90 0.92 0.94

2008C 355 10,447 34,673 27,793 3,515 76,782 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

2009C 355 10,587 27,338 25,724 3,533 67,536 1.00 1.01 0.79 0.93 1.01 0.88

2010C 360 10,956 29,737 24,907 3,593 69,553 1.01 1.05 0.86 0.90 1.02 0.91

2011C 367 11,306 33,699 26,724 3,784 75,880 1.03 1.08 0.97 0.96 1.08 0.99

2012C 373 11,607 35,270 28,915 3,895 80,059 1.05 1.11 1.02 1.04 1.11 1.04

2013C 377 11,987 36,049 31,036 3,935 83,384 1.06 1.15 1.04 1.12 1.12 1.09


Ô���(qDWÜ§ª)ÕS���!Ò©<��qDW!Ü§<�=>-�W<�

 qDW!à8
S2008�á5S#âãä�2009���Så¨ãä�æ��

 Statistisches Bundesamt, "Realsteuervergleich Fachserie 14, Reihe 10.1", 2013�ÐI­Ñ´�
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���
(qDWÜ§�)

���
qDW

���
(qDWÜ§ª)

2003� 24,128 6,928 17,200 0.59 1.08 0.50

2004� 28,544 5,752 22,792 0.69 0.90 0.66

2005� 32,129 6,254 25,875 0.78 0.97 0.75

2006� 38,357 6,528 31,829 0.93 1.02 0.92

2007� 40,114 7,073 33,041 0.98 1.10 0.95

2008� 41,090 6,417 34,673 1.00 1.00 1.00

2009� 32,450 5,112 27,338 0.79 0.80 0.79

2010� 35,737 6,000 29,737 0.87 0.94 0.86

2011� 40,452 6,753 33,699 0.98 1.05 0.97

2012� 42,293 7,024 35,270 1.03 1.09 1.02

2013� 43,038 6,989 36,049 1.05 1.09 1.04


Ô���(qDWÜ§�)ÕS���!Ò©<�

Ô���(qDWÜ§ª)ÕS���!Ò©<�����qDW�=>-�W<�

 Statistisches Bundesamt, "Realsteuervergleich Fachserie 14, Reihe 10.1" 2013�ÐI­Ñ´�
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¸¹x�A ¸¹x�B ��� ¸¹x�A ¸¹x�B ��� ¸¹x�A ¸¹x�B ���(qD
WÜ§ª)

2001� 280% 368% 385% 0.95 0.92 0.99 0.94 0.84 0.55

2002� 282% 373% 386% 0.95 0.93 1.00 0.95 0.85 0.50

2003� 286% 381% 387% 0.97 0.95 1.00 0.96 0.89 0.50

2004� 289% 385% 388% 0.98 0.96 1.00 0.98 0.92 0.66

2005� 292% 392% 389% 0.99 0.98 1.00 0.98 0.95 0.75

2006� 294% 394% 391% 0.99 0.98 1.01 0.99 0.96 0.92

2007� 295% 400% 389% 1.00 1.00 1.00 1.00 0.99 0.95

2008� 296% 400% 388% 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

2009� 297% 401% 387% 1.00 1.00 1.00 1.00 1.01 0.79

2010� 301% 410% 390% 1.02 1.02 1.01 1.01 1.05 0.86

2011� 306% 418% 392% 1.04 1.05 1.01 1.03 1.08 0.97

2012� 311% 425% 393% 1.05 1.06 1.01 1.05 1.11 1.02

2013� 316% 436% 395% 1.07 1.09 1.02 1.06 1.15 1.04


 Statistisches Bundesamt, "Realsteuervergleich Fachserie 14, Reihe 10.1", 2013ÐI­Ñ´�
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2003� 387% 19.4% 6,231,826 24,128 1.00 1.00 0.59 0.59

2004� 388% 19.4% 7,347,492 28,544 1.00 1.00 0.69 0.69

2005� 389% 19.5% 8,263,495 32,129 1.00 1.00 0.78 0.78

2006� 391% 19.6% 9,809,916 38,357 1.01 1.01 0.93 0.93

2007� 389% 19.4% 10,322,466 40,114 1.00 1.00 0.97 0.98

2008� 388% 19.4% 10,596,398 41,090 1.00 1.00 1.00 1.00

2009� 387% 13.6% 8,377,206 32,450 1.00 0.70 0.79 0.79

2010� 390% 13.7% 9,155,361 35,737 1.01 0.70 0.86 0.87

2011� 392% 13.7% 10,314,960 40,452 1.01 0.71 0.97 0.98

2012� 393% 13.8% 10,760,700 42,293 1.01 0.71 1.02 1.03

2013� 395% 13.8% 10,899,548 43,038 1.02 0.71 1.03 1.05


Ô���(qDWÜ§�)ÕS���!Ò©<�
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 Statistisches Bundesamt, "Realsteuervergleich Fachserie 14, Reihe 10.1" Ê�ÐI­Ñ´�
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234� 7r�%

2008C 2009C 2010C 2011C 2012C 2013C 2008C 2009C 2010C 2011C 2012C 2013C

500%�n 3 3 3 5 6 10 0.02% 0.03% 0.03% 0.04% 0.05% 0.09%

450%�459% 76 78 83 95 120 159 0.62% 0.65% 0.73% 0.84% 1.07% 1.42%

400%�449% 692 676 666 767 826 870 5.67% 5.64% 5.82% 6.79% 7.36% 7.80%

350%�399% 3,945 4,029 4,197 4,839 5,230 5,453 32.31% 33.59% 36.68% 42.85% 46.60% 48.86%

300%�349% 6,754 6,522 5,967 5,164 4,688 4,383 55.32% 54.38% 52.15% 45.72% 41.77% 39.27%

250%�299% 636 597 461 381 320 253 5.21% 4.98% 4.03% 3.37% 2.85% 2.27%

200%�249% 101 87 64 43 34 32 0.83% 0.73% 0.56% 0.38% 0.30% 0.29%

150%�199% 0 1 0 0 0 0 0.00% 0.01% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

100%�149% 0 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

50%�99% 0 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

0%�49% 0 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

234� 12,208 11,993 11,441 11,294 11,224 11,160 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

� ����������234���D�*y���%&-�234���>����C���+
� ,��)����C��*��� �����)����- ��¡���+
� Statistisches Bundesamt, "Hebesätze der Realsteuern, Gemeinschaftsveröffentlichung" 2013C¢�£E¤r+
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Øº»¼R��<�íjkl� 2008��12-�z!Ê�!ËÃ

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2008 2009 2010 2011 2012 2013

îïðº»¼ 4,220,113 3,330,048 3,654,416 3,985,530 4,178,590 4,236,574 1.00 0.79 0.87 0.94 0.99 1.00

2É�ñ5É� 111,848 86,303 80,332 97,125 105,985 119,162 1.00 0.77 0.72 0.87 0.95 1.07

5É�ñ10É� 206,380 170,359 182,695 192,214 209,329 200,345 1.00 0.83 0.89 0.93 1.01 0.97

10É�ñ20É� 686,730 536,068 613,543 665,669 828,776 676,427 1.00 0.78 0.89 0.97 1.21 0.98

20É�ñ50É� 832,826 597,469 648,162 746,501 800,481 879,334 1.00 0.72 0.78 0.90 0.96 1.06

50É�' 2,382,329 1,939,850 2,129,683 2,284,021 2,234,020 2,361,308 1.00 0.81 0.89 0.96 0.94 0.99

î:òº»¼ 6,376,285 5,047,159 5,500,945 6,329,430 6,582,110 6,662,972 1.00 0.79 0.86 0.99 1.03 1.04

1í��� 140,684 121,205 104,464 111,162 101,851 119,619 1.00 0.86 0.74 0.79 0.72 0.85

1í�ñ3í� 407,813 313,384 343,628 378,035 411,593 403,736 1.00 0.77 0.84 0.93 1.01 0.99

3í�ñ5í� 411,450 328,563 361,723 402,733 433,549 434,760 1.00 0.80 0.88 0.98 1.05 1.06

5í�ñ1É� 995,005 780,850 833,838 991,317 975,684 1,009,801 1.00 0.78 0.84 1.00 0.98 1.01

1É�ñ2É� 1,448,315 1,150,081 1,281,775 1,476,866 1,560,073 1,634,435 1.00 0.79 0.89 1.02 1.08 1.13

2É�ñ5É� 1,930,179 1,543,330 1,675,834 1,902,999 1,999,931 2,036,128 1.00 0.80 0.87 0.99 1.04 1.05

5É�ñ10É� 781,037 579,077 637,750 768,627 787,665 734,832 1.00 0.74 0.82 0.98 1.01 0.94

10É�' 261,800 230,670 261,931 297,692 311,765 289,662 1.00 0.88 1.00 1.14 1.19 1.11
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à8
èé��� 2008�!ó�12-�z!Ê�!ËÃ

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2008 2009 2010 2011 2012 2013

îïðº»¼ 438  438  439  441  440  445  1.00 1.00 1.00 1.01 1.00 1.02

2É�ñ5É� 350  345  357  358  354  372  1.00 0.99 1.02 1.02 1.01 1.06

5É�ñ10É� 386  386  391  396  399  400  1.00 1.00 1.01 1.03 1.03 1.03

10É�ñ20É� 412  414  411  413  412  418  1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.01

20É�ñ50É� 439  438  441  444  446  451  1.00 1.00 1.01 1.01 1.02 1.03

50É�' 454  453  454  456  456  458  1.00 1.00 1.00 1.01 1.00 1.01

î:òº»¼ 354  354  358  361  363  363  1.00 1.00 1.01 1.02 1.03 1.02

1í��� 297  301  305  322  331  333  1.00 1.01 1.03 1.09 1.12 1.12

1í�ñ3í� 323  329  330  333  336  337  1.00 1.02 1.02 1.03 1.04 1.04

3í�ñ5í� 325  325  329  333  335  337  1.00 1.00 1.01 1.03 1.03 1.04

5í�ñ1É� 333  332  335  336  339  342  1.00 1.00 1.01 1.01 1.02 1.03

1É�ñ2É� 337  334  339  342  343  340  1.00 0.99 1.01 1.02 1.02 1.01

2É�ñ5É� 366  365  368  370  372  372  1.00 1.00 1.01 1.01 1.02 1.02

5É�ñ10É� 401  401  406  408  414  419  1.00 1.00 1.01 1.02 1.03 1.04

10É�' 441  441  444  446  448  449  1.00 1.00 1.01 1.01 1.02 1.02
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1ñ50pp 51~100pp 101ppñ 1ñ1.2 1.21ñ1.4 1.41ñ

0 1,000 1 0 1 100.0% 0 1 0 1 0 0

1,000 5,000 113 1 83 73.5% 54 28 1 91 21 1

5,000 10,000 144 0 109 75.7% 92 16 1 131 13 0

10,000 20,000 109 2 69 63.3% 58 10 1 104 5 0

20,000 50,000 47 2 25 53.2% 24 1 0 46 1 0

50,000 100,000 7 1 3 42.9% 2 1 0 6 1 0

100,000 500,000 4 0 0 0.0% 0 0 0 4 0 0

500,000 1,000,000 1 0 0 0.0% 0 0 0 1 0 0

1,000,000 0 0 0 � 0 0 0 0 0 0

R� 426 6 290 68.1% 230 57 3 384 41 1
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